
大仙市立横堀小学校 学校報 ＮO．２４
令和元年10月９日

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

４月からの前期が明後日で終わり、４日間の秋休みを終えると折り返しの後期です。
「入学式」や「運動会」に「学習発表会」。それに、「どろんこ遊び」「なべっこ」など、

大きな行事がたくさんありました。そして、各学年の楽しい行事やフィールドワークなど、
子どもたちの笑顔が満開になる“楽しい横堀小学校”の令和時代が幕を開けました。
欠席ゼロの日が３５／１０５欠席ゼロの日が３５／１０５欠席ゼロの日が３５／１０５欠席ゼロの日が３５／１０５なので、ちょうど１／３は全員そろっての学校生活を送っ

ているということが何よりもすばらしい！学校大好き。友だち大好きな子どもたちって、
本当に幸せです。
それを支え、見守ってくださった保護者と地域の皆様に，心からの感謝をお伝えします。
そして、手前味噌ではありますが、学校で子どもたちをいつも温かな笑顔で包み込む、

「チームたいようくん」のすてきな本校職員にも、改めて感謝したいと思います。

前期の学習を振り返って、担任の先生が一人一人の通知表に
１ １ ４１ １４１ １４１ １４色色色色のがんばりの跡を記しています。（一部抜粋）
教科、係、道徳、総合、外国語に行事。前期のいろんなよさと

成長をお楽しみに！

１年生・・ ・ ・困っている友だちがいると、そっと寄り添って「大丈夫？」「次、がんば
ろうよ」と励ましの言葉をかけていました。

・お母さんが赤ちゃんを運ぶ際にかむ力を加減していることから、赤ちゃん
が大切だから傷つかないようにしているということに気付きました。

２年生・ ・ ・ ・相手が年下であることを意識して、わかりやすい言葉で説明しようとする
優しい姿が素敵でした。

・自分の殻を破って苦手なことに挑戦しようとする姿がたくさん・・・。

３年生・ ・ ・ ・「やってみます」という力強い言葉をいろいろな場面で聞くようになり、
たくましい○○さんへと成長しています。

・後期も、○○さんの問いかけをしっかりと受け止め、知的好奇心に答えて
いきたいと思います。

４年生・ ・ ・ ・ノートはポイントとなるところがわかりやすくまとまっていて、自分の参
考書となっています。

・「Do you have～？」の言い方を覚え、リズムにのって発音することがで
きました。

５年生・ ・ ・ ・グループ学習や係活動では、友だちの話に耳を傾けるだけではなく、自分
の意見もしっかりと述べながら活動していました。

・米の伝来について、インターネットで的確に情報を収集することで、課題
を解決する力が高まりました。

６年生・ ・ ・ ・どの教科においても理解力が高く、考える力が十分に発揮されています。
・水飲み場をていねいに掃除したり、遅れている給食当番の仕事を手伝った
りと、汗をかいて作業することをいとわず・・・。

通知表の表紙にも、“今の夢”をしっかりと書いています。家庭でも、この夢について
お話してあげてください。そして、後期もスタートから、

自分自分自分自分のののの夢夢夢夢にににに向向向向かってかってかってかって 自分自分自分自分でででで『『『『できることできることできることできること』』』』にににに努力努力努力努力できるできるできるできる子子子子どもどもどもども
になってほしいと願っています。

「「「「夢夢夢夢をかなえたをかなえたをかなえたをかなえた人間人間人間人間はははは、、、、全員全員全員全員がそのがそのがそのがその夢夢夢夢をかなえるためのをかなえるためのをかなえるためのをかなえるための努力努力努力努力をしているをしているをしているをしている！」！」！」！」

「 楽 し い ふ る さ と の学校 」 の 前期 １ ０ ５ 日



前期、全校のみんなのためにがんばってきた６年生へのご褒美！
給食センターの長澤香先生たちの“愛と情熱”給食センターの長澤香先生たちの“愛と情熱”給食センターの長澤香先生たちの“愛と情熱”給食センターの長澤香先生たちの“愛と情熱”による

「ビュッフェ給食」が７日（月）に開催されました。
どの学校も、卒業の時期当たりにバイキング給食をや

りますが、感染症等の流行時期でもあり、この時期にし
てくださっているとのことでした。
６年生は、自分で「バランスよく食べる」「楽しく会

食する」などのめあてをもちながら、選ぶことに苦慮し
ながらも、最後は好きな物をおかわりしてご満悦でした。
それにしても、マナーよく譲り合い、気配りしながらの
会食は、とても素敵な思い出となったことだと思います。

後期のスタートは学力向上！
まずは、１２月までを年間最重点期間と位置付けて、授業の質を高めていくことを柱

として、子どもたちの夢につながる学力向上を目指していきます。

月 テーマ 主な行事 こんながんばりを

１０ みんなと創る 後期始業式（１６日） 新たに、自分や学級の
払田の旗立て（２５日） めあてを確かめて、地域
史跡の里秋まつり（２７日） のためにできることを！

１１ チームで学力向上！ 小・中連携授業研究会（随時） 授業を見ることと、見
指導主事訪問（２０日） てもらうことで、オープ
学力向上フォーラム（２３日） ンな学力向上を目指して
兵庫県から本校視察（２５～２９日） いきます。
祖父母参観（２７日）

１２ ＩＣＴの活用 県学習状況調査（４日） 新たな授業改善として、
ＰＴＡ参観日（１２日） プログラミング教育の研
指導主事訪問（２０日） 修をスタート！

子どもと家庭と学校・・・
後期もやっぱりトライアングルで学力向上を

前期、ご家庭からのご理解とご協力の成果が最も現れたのが、「歩いて集団登校」と
「家庭の家庭学習」。トライアングルになると、子どもの成長がすぐに見えてきます。
春のＰＴＡでお渡しした「学校経営の全体構想」の中に、「家庭でできること」とし

て、次の４点をお願いしました。
家庭版通知表家庭版通知表家庭版通知表家庭版通知表として、この四つの自己評価（ＡＢＣ）はいかがでしょうか？
このお願いは、後期も継続したいので、どうかよろしくお願いします。

家庭で“できること”家庭で“できること”家庭で“できること”家庭で“できること”

１ □子どもの夢につながる「家庭の家庭学習」
やってやってやってやって見見見見せせせせ ２ □子どもの将来につながる「しつけとあいさつ」
教教教教えてえてえてえて任任任任せてせてせてせて 見届見届見届見届けるけるけるける ３ □「がまんする心」を育む

４ □「歩いて食べて」体を鍛える


